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柱状図(深度0～12m)
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コア写真(深度0～12m)

基盤岩

調査位置図

A-1トレンチ

A-2トレンチ
A-3トレンチ

○基盤岩(上面標高約43m)の上位に，円礫を主体とする砂礫層及び淘汰の良い砂層並びに礫混じり砂質シルト層，砂質シルト層，礫混じり砂質シル
ト層及び砂質シルト層が認められる。

○本調査箇所はA-3トレンチと同位置でありHm3段丘面が判読されることから，基盤岩上位の砂礫層及び砂層はHm3段丘堆積物(MIS7)に区分される。
○本調査箇所はA-3トレンチと同位置であることから，Hm3段丘堆積物上位の礫混じり砂質シルト層及び砂質シルト層は，A-3トレンチとの層相及び分

布標高の対比より，MIS7直後の河成の堆積物に区分される。
○仮にニセコ火山噴出物(火砕流堆積物)が本地点に到達していた場合，ニセコ火山噴出物(火砕流堆積物)の噴出年代より古い，Hm3段丘堆積物

の上位に，ニセコ火山噴出物(火砕流堆積物)が認められる可能性が考えられるが，そのような状況は認められない。

陸
成

層

※本ボーリングは，A-3トレンチと同位置で調査を実施している。本層は，A-3トレンチの同標高に分布する層相と比較し，差異が
認められるが，その差異はボーリング調査結果が点情報であること及び地層の平面方向の不均質性に起因するものである。

※

遷緩点

A-3トレンチ

A-1トレンチ

A-A’断面

ニセコ火山噴出物(火砕流堆積物)関連

茶津-2ボーリング 一部修正(H31/4/26審査会合)

： 仮にニセコ火山噴出物(火砕流堆積物)が本地点に到達していた場合，
ニセコ火山噴出物(火砕流堆積物)が認められる可能性が考えられる範囲

陸成層

MIS7直後の河成の堆積物

Hm3段丘堆積物(MIS7)
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コア写真(別孔 深度2～4m)

調査位置図

A-1トレンチ

A-2トレンチ
A-3トレンチ

柱状図(深度0～12m)
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○基盤岩(上面標高約44m)の上位に，円礫を主体とする砂礫層並びに亜角礫のクサリ礫が混じる礫層，シルト質礫層及び礫混じりシルト層が認めら
れる。

○本調査箇所は，A-3トレンチの背後に位置し，Hm3段丘面が判読されることから，基盤岩上位の砂礫層はHm3段丘堆積物(MIS7)に区分される。
○Hm3段丘堆積物上位の礫層及びシルト質礫層は，A-3トレンチのMIS7直後の河成の堆積物と層相が調和的であり，同程度の標高に分布することか

ら，MIS7直後の河成の堆積物に区分される。
○仮にニセコ火山噴出物(火砕流堆積物)が本地点に到達していた場合，ニセコ火山噴出物(火砕流堆積物)の噴出年代より古い，Hm3段丘堆積物

の上位に，ニセコ火山噴出物(火砕流堆積物)が認められる可能性が考えられるが，そのような状況は認められない。

Hm3段丘堆積物

河成の堆積物

基盤岩

コア写真(深度0～12m)

陸
成

層

遷緩点

A-3トレンチ

A-1トレンチ

A-A’断面

ニセコ火山噴出物(火砕流堆積物)関連

茶津-4ボーリング 一部修正(H31/4/26審査会合)

陸成層

Hm3段丘堆積物(MIS7)

MIS7直後の
河成の堆積物

： 仮にニセコ火山噴出物(火砕流堆積物)が本地点に到達していた場合，
ニセコ火山噴出物(火砕流堆積物)が認められる可能性が考えられる範囲
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ニセコ火山噴出物(火砕流堆積物)関連

(参考)A-3トレンチ(1/7)

トレンチ壁面スケッチ(A-3拡幅部)

： 火山灰分析実施測線

(凡 例)

： 段丘堆積物上面

： 基盤岩上面

： 河成の堆積物上面※

A-3-b
Hm3段丘堆積物
(MIS7)

MIS7直後の
河成の堆積物

A-3-aA-3-a’

拡幅部

拡幅部

←W
(海側)

E→
(山側)

トレンチ壁面スケッチ(A-3)

一部修正(H31/4/26審査会合)

※距離呈約12～13mにおいてMIS7直後の河成の
堆積物(シルト)と上位の陸成層(シルト質砂)の
境界部に認められる乱れは，河成の堆積物(シル
ト)堆積直後に，陸成層(シルト質砂)が堆積した
ことによる擾乱等の影響が推定される。また，当
該構造は指交関係様であることから，両層は，ほ
ぼ同時期に堆積した堆積物であると考えられる。
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ニセコ火山噴出物(火砕流堆積物)関連

(参考)A-3トレンチ(2/7)

○露頭観察では，色調等から火山灰主体と判断される地層は認められないものの，火山ガラス及び重鉱物の屈折率測定並びに火山ガラスの主成分分
析を実施した(測線A-3-a)。

○火山ガラスの屈折率測定及び主成分分析の結果，陸成層(砂質シルト)には，Spfa-1に対比される火山ガラスの混在が認められる(試料番号A-3-
a-1)。

A-3-a 火山ガラス及び重鉱物の屈折率測定結果

陸
成

層
(
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)
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直
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物

陸
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)

角閃石斜方輝石火山ガラス特 徴略号

1.674-1.684

1.711-1.761
(1.758-1.761, 
1.712-1.729

bimodal)

1.494-1.498
バブルウォールタイプ・

パミスタイプの
火山ガラス主体

Toya

(参考)洞爺火山灰(Toya)の屈折率(町田・新井，2011より)

Spfa-1混在

角閃石斜方輝石火山ガラス特 徴略号

1.688-1.6911.730-1.7331.500-1.503
バブルウォールタイプ・

パミスタイプの
火山ガラス主体

Spｆｌ

1.688-1.6911.729-1.735
1.501-1.505

(1.502-1.503)
パミスタイプの
火山ガラス主体

Spfa-1

(参考)Spｆｌ及びSpfa-1の屈折率(町田・新井，2011より)
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A-3-a 火山ガラスの主元素組成(ハーカー図)

A-3-a 火山ガラスのK2O-TiO2図(左図)，K2O-Na2O図(右図)

A-3-a-1 A-3-a-4 A-3-a-21

Toya(※1) Kt-2(※2) Spfa-1(Spfl)(※1)

※1 町田・新井(2011)，※2 青木・町田(2006)

Toya ToyaToya

Toya

Toya Toya

Toya

Toya

Toya

Toya

ニセコ火山噴出物(火砕流堆積物)関連

(参考)A-3トレンチ(3/7)
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A-3-b 火山灰分析結果

ニセコ火山噴出物(火砕流堆積物)関連

(参考)A-3トレンチ(4/7)

○露頭観察では，色調等から火山灰主体と判断される地層は認められないものの，火山ガラス及び重鉱物の屈折率測定並びに火山ガラスの主成分分
析を実施した(測線A-3-b)。

○火山ガラスの屈折率測定及び主成分分析の結果，MIS7直後の河成の堆積物には，洞爺火山灰(Toya)及びSpfa-1に対比される火山ガラスは認めら
れない。

角閃石斜方輝石火山ガラス特 徴略号

1.674-1.684

1.711-1.761
(1.758-1.761, 
1.712-1.729

bimodal)

1.494-1.498
バブルウォールタイプ・

パミスタイプの
火山ガラス主体

Toya

(参考)洞爺火山灰(Toya)の屈折率(町田・新井，2011より)角閃石斜方輝石火山ガラス特 徴略号

1.688-1.6911.730-1.7331.500-1.503
バブルウォールタイプ・

パミスタイプの
火山ガラス主体

Spｆｌ

1.688-1.6911.729-1.735
1.501-1.505

(1.502-1.503)
パミスタイプの
火山ガラス主体

Spfa-1

(参考)Spｆｌ及びSpfa-1の屈折率(町田・新井，2011より)

一部修正(H31/4/26審査会合)
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A-3-b 火山ガラスの主元素組成(ハーカー図)

A-3-b 火山ガラスのK2O-TiO2図(左図)，K2O-Na2O図(右図)

※1 町田・新井(2011)，※2 青木・町田(2006)

Toya ToyaToya

Toya

Toya
Toya

Toya

Toya

Toya

Toya

ニセコ火山噴出物(火砕流堆積物)関連

(参考)A-3トレンチ(5/7)
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ニセコ火山噴出物(火砕流堆積物)関連

(参考)A-3トレンチ(6/7)

○測線A-3-a付近に測線(A-3-a’)を設定し，火山ガラス及び重鉱物の屈折率測定並びに火山ガラスの主成分分析を実施した。
○火山ガラスの屈折率測定及び主成分分析の結果，陸成層(砂質シルト)には，洞爺火山灰(Toya)及びSpfa-1に対比される火山ガラス

の混在が認められる(試料番号A-3-a’-2)。
○重鉱物の屈折率測定の結果，陸成層(砂質シルト)には，Spfa-1に認められる特徴的な屈折率の値(1.730付近)を示す斜方輝石が確

認される(試料番号A-3-a’-2)。

角閃石斜方輝石火山ガラス特 徴略号

1.674-1.684

1.711-1.761
(1.758-1.761, 
1.712-1.729

bimodal)

1.494-1.498
バブルウォールタイプ・

パミスタイプの
火山ガラス主体

Toya

(参考)洞爺火山灰(Toya)の屈折率(町田・新井，2011より)角閃石斜方輝石火山ガラス特 徴略号

1.688-1.6911.730-1.7331.500-1.503
バブルウォールタイプ・

パミスタイプの
火山ガラス主体

Spｆｌ

1.688-1.6911.729-1.735
1.501-1.505

(1.502-1.503)
パミスタイプの
火山ガラス主体

Spfa-1

(参考)Spｆｌ及びSpfa-1の屈折率(町田・新井，2011より)

Spfa-1及びToya混在

A-3-a’ 火山ガラス及び重鉱物分析結果

陸
成

層
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質

砂
)

陸
成

層
(
砂

質
シ

ル
ト
)

Spfa-1に認められる特徴
的な屈折率の値を示す
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A-3-a’ 火山ガラスの主元素組成(ハーカー図)

A-3-a’ 火山ガラスのK2O-TiO2図(左図)，K2O-Na2O図(右図)
※1 町田・新井(2011)，※2 青木・町田(2006)

Toya ToyaToya

Toya

Toya Toya

Toya

Toya

Toya

Toya

ニセコ火山噴出物(火砕流堆積物)関連

(参考)A-3トレンチ(7/7)
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コア写真(深度0～15m)

火山麓扇状地堆積物

孔口標高：13.74m

ニセコ火山噴出物(火砕流堆積物)関連

B-3ボーリング(1/3)

○本地点においては，コア観察の結果，岩内層上位の標高12.14～-
0.01m(深度1.60～13.75m)に火山麓扇状地堆積物が認められる。

○仮にニセコ火山噴出物(火砕流堆積物)が本地点に到達していた場
合，ニセコ火山噴出物(火砕流堆積物)の噴出年代より古い，岩内
層の上位に，ニセコ火山噴出物(火砕流堆積物)が認められる可能
性が考えられるが，そのような状況は認められない。

一部修正(R5/7/7審査会合)

： 仮にニセコ火山噴出物(火砕流堆積物)が本地点に到達していた場合，
ニセコ火山噴出物(火砕流堆積物)が認められる可能性が考えられる範囲

火山麓扇状地堆積物 岩内層
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コア写真(深度30～40m)

孔口標高：13.74m

ニセコ火山噴出物(火砕流堆積物)関連

B-3ボーリング(2/3)

コア写真(深度15～30m)

岩内層 野塚層(下部層相当)

野塚層(下部層相当) 余別層
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凡 例

ボーリング柱状図(深度20～40m)ボーリング柱状図(深度0～20m)
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ニセコ火山噴出物(火砕流堆積物)関連

B-3ボーリング(3/3)
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コア写真(深度0.5～1.5m)別孔

B-7ボーリング(1/3)

コア写真(深度0～15m)

孔口標高：32.32m

ニセコ火山噴出物(火砕流堆積物)関連

○本地点においては，コア観察の結果，岩内層上位の標高32.27～
24.10m(深度0.05～8.22m)に火山麓扇状地堆積物が認められる。

○仮にニセコ火山噴出物(火砕流堆積物)が本地点に到達していた
場合，ニセコ火山噴出物(火砕流堆積物)の噴出年代より古い，岩
内層の上位に，ニセコ火山噴出物(火砕流堆積物)が認められる可
能性が考えられるが，そのような状況は認められない。

一部修正(R5/7/7審査会合)

： 仮にニセコ火山噴出物(火砕流堆積物)が本地点に到達していた場合，
ニセコ火山噴出物(火砕流堆積物)が認められる可能性が考えられる範囲

火山麓扇状地堆積物 岩内層

火山麓扇状地堆積物
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B-7ボーリング(2/3)

コア写真(深度15～30m) コア写真(深度30～40m)

岩内層 余別層

孔口標高：32.32m

ニセコ火山噴出物(火砕流堆積物)関連
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凡 例

ボーリング柱状図(深度20～40m)ボーリング柱状図(深度0～20m)

B-7ボーリング(3/3)
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ニセコ火山噴出物(火砕流堆積物)関連
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コア写真(深度0～15m)

コア写真(深度2～5m)別孔

孔口標高：15.88m

ニセコ火山噴出物(火砕流堆積物)関連

C-1ボーリング(1/3)

○本地点においては，コア観察の結果，岩内層上位の標高15.23～-
2.35m(深度0.65～18.23m)に火山麓扇状地堆積物が認められる。

○仮にニセコ火山噴出物(火砕流堆積物)が本地点に到達していた
場合，ニセコ火山噴出物(火砕流堆積物)の噴出年代より古い，岩
内層の上位に，ニセコ火山噴出物(火砕流堆積物)が認められる可
能性が考えられるが，そのような状況は認められない。

一部修正(R5/7/7審査会合)

火山麓扇状地堆積物
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コア写真(深度15～30m) コア写真(深度30～45m)

岩内層 野塚層(下部層相当)

孔口標高：15.88m

ニセコ火山噴出物(火砕流堆積物)関連

C-1ボーリング(2/3)

火山麓扇状地堆積物 岩内層
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凡 例

ボーリング柱状図(深度20～40m)

ボーリング柱状図(深度40～45m)

ボーリング柱状図(深度0～20m)
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ニセコ火山噴出物(火砕流堆積物)関連

C-1ボーリング(3/3)


